
架

設

通

路

高さ及び長さが

10ｍ以上のもの

（60日未満は除外）

軌

道

装

置

（６か月未満は除外）

特

定

化

学

物

質

・

附

属

設

備

希硫酸を使用した

ｐＨ中和装置等

（硫酸1wt%未満又は

６ヶ月未満は除外）

安衛法88条

安衛則85条

86条

別表７

１．設置箇所

２．構造、材質及び主要寸法

３．設置期間

１．使用目的

２．起点及び終点並びにその高低差（平均勾配）

３．軌道の長さ

４．最小曲線半径及び最急勾配

５．その他（詳細は安衛則別表第７を参照）

１．特定第二類物質又は第三類物質を製造し、又は取り扱う業務の概要

２．主要構造部分の構造の概要

３．附属設備の構造の概要

広島労働局 福山労働基準監督署
 

 

現場で使う設備について、設置、移転、変更の
30日前までに設置届等を監督署へ提出していますか？

◆機械等設置届（様式第20号） ◆建設工事計画届（様式第21号）

様式はここから
ダウンロード☟

規模 届出事項

・当該工事の設計監理又は

　施工管理の実務経験３年以上

・一級建築士

・一級土木施工管理技士

・一級建築施工管理技士

・建設工事の安全衛生

　の実務経験３年以上

・厚生労働大臣が定め

　る計画参画者研修を

　修了した者

型

枠

支

保

工

支柱の高さ3.5ｍ以上

１．コンクリート構造物

　　の概要

２．構造、材質及び主要

　　寸法

３．設置期間

同上

工事又は作業の種類 計画参画者の資格

（左欄＋右欄）
準拠条項

足

場

つり足場、張出し足場

以外の足場にあっては

高さ10ｍ以上のもの

（60日未満は除外）

１．設置箇所

２．種類及び用途

３．構造、材質及び

　　主要寸法

・労働安全コンサルタント（土木、建築）

・厚生労働大臣が定める者

安衛法88条

安衛則85条

86条

別表７

92条の３

別表９



種類 届出事項及び添付図面

1
高さ31ｍを超える建築物又は工作物（橋梁を除く）の建設、改造、解

体又は破壊（以下建設等）

2 最大支間50ｍ以上の橋梁の建設等

2-2
最大支間30ｍ以上50ｍ未満の橋梁の上部構造の建設等（人口集中地域

で道路上、鉄道の軌道上又は道路・軌道に隣接した場所に限る）

3
ずい道等の建設等

（ずい道等内部に労働者が立ち入らないものを除く）

4

掘削の高さ又は深さ10ｍ以上の地山の掘削（ずい道等の掘削、岩石の

採取のための掘削を除く）の作業（掘削機械を用いる作業で掘削面の

下方に労働者が立ち入らないものを除く）

5 圧気工法

5-2

建築物、工作物又は船舶（以下建築物等）に吹き付けられている石綿

等（石綿等が使用されている仕上げ用塗り材を除く）の除去、封じ込

め又は囲い込みの作業

5-3

建築物等に張り付けられている石綿等が使用されている保温材、耐火

被覆材等の除去、封じ込め又は囲い込みの作業（石綿等の粉じんを著

しく発散するおそれおのあるものに限る）

5-4

廃棄物焼却炉（火格子面積２㎡以上又は焼却能力200kg/h以上のもの

に限る）を有する廃棄物焼却施設に設置された廃棄物焼却炉、集じん

機等の設備の解体等

6 掘削の高さ又は深さが10ｍ以上の土石の採取のための掘削

7 坑内掘りの土石採取のための掘削

【建設業】

１．周囲の状況、四隣との関係図

２．建設物等の概要図（平面、立面、断面等）

３．工事用機械、設備、建設物等の配置図

４．工法の概要を示す書面又は図面

５．労働災害を防止するための方法及び設備

　　の概要を示す書面又は図面

６．工程表

【土石採取業】

１．周囲の状況、四隣との関係図

２．機械、設備、建設物等の配置図

３．採取の方法を示す書面又は図面

４．労働災害を防止するための方法及び設備

　　の概要を示す書面又は図面

準拠条項

・理科系大学10年

　　〃　高専10年

　　〃　高校15年

　　〃　中等教育学校15年

　以上の建築工事の設計監理

　又は施工管理の実務経験

・一級建築士

・理科系大学10年

　　〃　高専10年

　　〃　高校15年

　　〃　中等教育学校15年

　以上の土木工事の設計監理

　又は施工管理の実務経験

・技術士（建設）

・一級土木施工管理技士

・建設工事の

　安全衛生の

　実務経験

　３年以上

・厚生労働大

　臣が定める

　計画参画者

　研修を修了

　した者

・当該土木

　工事の設計

　監理又は

　施工管理の

　実務経験

　３年以上

◆高さ31ｍ以上のダムの建設、改造、解体又は

　破壊の工事（上記１）

◆最大支間50ｍ以上の橋梁の建設工事

（上記２）

◆最大支間30ｍ以上50ｍ未満の橋梁の上部構造

　の建設工事（上記２－２）

◆ずい道等の建設工事（上記３）

◆掘削の高さ又は深さ10ｍ以上の地山の掘削の

　工事（上記４）

◆圧気工法による工事（上記５）

土

木

工

事

建

設

工

事

種類
計画参画者の資格

（左欄＋中欄＋右欄）

◆高さ31ｍを超える建設物（ダムを除く）又は

　工作物（橋梁を除く）の建設、改造、解体又は

　破壊の工事（上記１）

安衛則90条

92条の３

別表９

・建設工事の安全衛生の実務

　経験３年以上

・厚生労働大臣が定める計画

　参画者研修を修了した者

・労働安全コンサルタント（建築）

・厚生労働大臣が定める者

・労働安全コンサルタント（土木）

・厚生労働大臣が定める者

一定規模の建設工事・土石採取業の仕事について、仕事の開始
の14日前までに計画届を監督署へ提出していますか？

(Ｒ６．９）

それ計画届
提出して
いますか？


